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の
検
討
と
、
改
修
に
向
け
た
合
意
形
成
、
協

力
に
つ
い
て
市
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

度
重
な
る
浸
水
被
害
に
よ
り
、
河
川
の
抜

本
的
改
修
を
目
指
し
て
、
高
尾
川
・
鷺
田
川

改
修
促
進
期
成
会(

以
下
、
期
成
会)

が
平

成
21
年
11
月
22
日
に
二
日
市
地
区
の
行
政
区

長
が
中
心
と
な
り
、
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
成
会
の
皆
さ
ん
は
、
毎
年
度
の
総
会
に

よ
る
進
捗
状
況
の
確
認
や
次
年
度
の
計
画
の

策
定
、
ま
た
市
や
県
・
県
議
会
に
対
し
て
、

地
域
一
丸
と
な
っ
て
改
修
を
切
望
し
て
い
る

旨
の
要
望
書
の
提
出
な
ど
、
精
力
的
に
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、御
笠
川
の
流
域
に
あ
る
筑
紫
野
市
、

福
岡
市
、
太
宰
府
市
、
春
日
市
、
大
野
城
市

の
５
市
で
構
成
し
、
治
水
安
全
の
向
上
を
図

り
、
未
改
修
区
間
の
整
備
や
さ
ら
な
る
河
川

改
修
事
業
の
促
進
を
図
る
た
め
の
御
笠
川
水

系
改
修
事
業
促
進
協
議
会
に
お
い
て
も
、
各

構
成
団
体
で
連
携
を
と
り
、
県
や
国
土
交
通

省
九
州
地
方
整
備
局
へ
の
要
望
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
市
に
お
い
て
も
県
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
国
土
交
通
省
へ
の
要
望
を
行

い
、
特
に
平
成
26
年
８
月
22
日
の
豪
雨
災
害

　

市
内
二
日
市
に
は
、
中
心
部
を
流
れ
る
二

つ
の
河
川
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
太
宰
府

市
の
高
雄
山
を
源
流
と
し
、
紫
か
ら
二
日
市

中
央
へ
と
流
れ
る
県
営
河
川
の
高
尾
川
。
も

う
一
つ
は
、
湯
町
を
流
れ
、
同
じ
く
二
日
市

中
央
へ
と
流
れ
る
市
営
河
川
の
鷺
田
川
。
こ

の
二
つ
が
西
鉄
二
日
市
駅
近
く
の
本
町
区
、

橋
口
橋
付
近
で
合
流
し
、
県
営
河
川
鷺
田
川

と
な
り
、
下
流
で
御
笠
川
に
合
流
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
二
つ
の
河
川
が
、
市
内
、
特
に
二
日

市
に
大
雨
が
降
る
と
増
水
し
、
溢
れ
、
洪
水

と
な
り
時
に
よ
っ
て
は
浸
水
被
害
を
た
び
た

び
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
二
日
市
中
央
の
高
尾
川
に
か
か
る

水
道
橋
付
近
は
、
川
幅
が
狭
く
水
が
集
ま
り

や
す
い
地
形
と
な
っ
て
お
り
、
周
辺
に
は
西

鉄
通
り
商
店
街
が
あ
り
、
家
屋
や
店
舗
が
立

ち
並
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
床
上
浸
水
に
よ

る
家
財
や
商
品
な
ど
の
大
き
な
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
豪
雨
に
よ
り
、

過
去
10
年
間
で
４
回(

平
成
21
年
、
22
年
、

24
年
、
26
年)
の
家
屋
浸
水
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、河
川
を
管
理
す
る
県
は
、

抜
本
的
な
対
策
と
当
面
の
対
策
の
両
面
か
ら

御み

笠か
さ

川が
わ

水す
い

系け
い

の
二ふ

た

つ
の
河か

川せ
ん

10
年ね

ん

間か
ん

で
４
回か

い

の
浸し

ん

水す
い

被ひ

害が
い

が
発は

っ

生せ
い

解か
い

決け
つ

に
向む

け
て
期き

成せ
い

会か
い

を
設せ

つ

立り
つ

継け
い

続ぞ
く

的て
き

な
要よ

う

望ぼ
う

活か
つ

動ど
う

を
実じ

っ

施し

特
集
特
集　　

災災さ

い

さ

い

害害が

い

が

い

にに
負負まま

け
な
い

け
な
い

　
　
　

　
　
　

安安あ

ん

あ

ん

全全ぜ

ん

ぜ

ん

安安あ

ん

あ

ん

心心し

ん

し

ん

なな
ま
ち
ま
ち
へへ

高高た
か
た
か

尾尾おお

川川が
わ
が
わ

・・
鷺鷺さ

ぎ
さ
ぎ

田田たた

川川が
わ
が
わ

河河かか

川川せ
ん
せ
ん

改改か
い
か
い

修修し
ゅ
う

し
ゅ
う

事事じじ

業業ぎ
ょ
う

ぎ
ょ
う
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●豪雨災害と、河川改修までの取り組みの経過

平成 22 年
７月 14 日
平成 22 年
７月 14 日

平成 24 年
７月 14 日

平成 22 年22 年
７月 14 日７月 14 日

平成 24 年
７月 14 日

H21H22H23H24H25H26H27H28

※数字は気象庁太宰府観測所の 1時間の最大降水量※数字は気象庁太宰府観測所の 1時間の最大降水量

( 九州北部豪雨 )( 九州北部豪雨 )
98.5mm98.5mm 52.5mm52.5mm 74.5mm74.5mm 60.5mm60.5mm

4回の豪雨災害

平成 21 年
７月１日
平成 21年
７月１日

平成 26年
８月 22 日
平成 26 年
８月 22 日

藤
田
市
長
が
御
笠
川
水
系
改
修
事
業
促
進
協

議
会
会
長
に
就
任
し
、
要
望
書
を
国
と
福
岡

県
に
提
出
（
以
降
、
毎
年
提
出
）

高
尾
川
・
鷺
田
川
改
修
促
進
期
成
会
設
立

高
尾
川
・
鷺
田
川
改
修
促
進
期
成
会
か
ら
市

へ
の
要
望
書
を
受
理
（
以
降
、
毎
年
受
理
）

８
月
22
日
の
豪
雨
災
害
を
受
け
、
国
に
河
川

改
修
の
緊
急
的
な
事
業
推
進
に
対
す
る
要
望

活
動
を
市
・
県
で
実
施
（
以
降
、
継
続
し
て

実
施
）

期
成
会
と
市
で
要
望
書
を
福
岡
県
に
提
出

（
以
降
、
毎
年
提
出
）

市
が
国
に
予
算
に
関
す
る
要
望
を
実
施

高
尾
川
・
鷺
田
川
河
川
改
修
事
業
が
採
択

高
尾
川
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
が
採

択
さ
れ
る

第
11
回
水
害
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

国
が
高
尾
川
現
地
視
察

事
業
の
マ
イ
ク
ロ
モ
デ
ル
を
県
が
二
日
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置

※

以
降
も
要
望
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す

福
岡
県
議
会
県
土
整
備
常
任
委
員
会
管
内
視

察
で
要
望
活
動
（
23
年
８
月
、
25
年
７
月
）

の
以
後
は
緊
急
的
な
事
業
推
進
に
つ
い
て
要

望
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
は
高
尾
川
・
鷺
田
川
の　

抜
本
的
改
修
に
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
の
新
規
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
県
那

珂
県
土
整
備
事
務
所
が
河
川
改
修
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
区
間
と
し
て
は
、
御
笠
川
と

鷺
田
川
の
合
流
地
点
の
上
流
に
あ
る
赤
岸
堰

(

太
宰
府
市)

か
ら
、
西
鉄
橋
り
ょ
う
下
流
ま

で
の
約
２
１
０
０
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
区
間
の
う
ち
必
要
な
一
部
の
河
川

幅
の
拡
幅
お
よ
び
護
岸
工
事
、
そ
れ
に
伴
う

光
正
寺
橋
架
け
替
え
や
、
県
道
観
世
音
寺
二

日
市
線
を
横
断
す
る
バ
イ
パ
ス
河
川
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
は
、
高
尾
川
床
上

浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
が
新
た
に
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
主
に
、
現
在
の
高
尾
川
の

川
底
か
ら
約
10
メ
ー
ト
ル
下
に
内
径
約
５
メ

ー
ト
ル
の
地
下
河
川
を
新
た
に
築
造
す
る
と

い
う
、
全
国
で
も
あ
ま
り
例
の
な
い
も
の
で

す
。

　

大
雨
な
ど
で
河
川
か
ら
あ
ふ
れ
た
水
は
、

地
下
河
川
に
流
れ
込
み
、
川
幅
を
拡
幅
し
た

下
流
で
再
び
河
川
に
合
流
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
26
年
８
月
豪
雨
と
同
程

度
の
雨
で
も
床
上
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

78
億
円
の
予
算
で
平
成
27
年
度
〜
31
年
度

の
お
お
む
ね
５
年
間
で
県
那
珂
県
土
整
備
事

務
所
が
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

事
業
区
間
と
し
て
は
、
県
道
筑
紫
野
筑
穂

線
の
紫
橋
付
近
か
ら
西
鉄
二
日
市
駅
近
く
の

市
営
駐
輪
場
付
近
ま
で
の
約
１
０
０
０
メ
ー

ト
ル
の
区
間
と
な
り
、上
流
に
は
流
入
施
設
、

下
流
に
は
流
出
施
設
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
地
下
掘
削
を
行
う
シ
ー
ル

ド
マ
シ
ン
の
製
作
な
ど
の
、
地
下
河
川
築
造

工
事
に
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

４
〜
５
ペ
ー
ジ
参
照)

抜ば
っ

本ぽ
ん

的て
き

な
解か

い

決け
つ

に
向む

け
て

地ち

下か

に
内な

い

径け
い

約や
く

５
メ
ー
ト
ル
の
河か

川せ
ん

を
築ち

く

造ぞ
う

高た
か

尾お

川が
わ

床ゆ
か

上う
え

浸し
ん

水す
い

対た
い

策さ
く

特と
く

別べ
つ

緊き
ん

急き
ゅ
う

事じ

業ぎ
ょ
う

が
採さ

い

択た
く

高
尾
川
・
鷺
田
川
周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆

様
へ

　

高
尾
川
・
鷺
田
川
の
河
川
改
修
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
の
補
助
金
を
得
て
、
県
が

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
期
成
会
、
県
と
連
携
し
、

浸
水
被
害
が
一
刻
も
早
く
解
消
で
き
ま
す

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。



　

事
業
で
計
画
さ
れ
て
い
る
工
法
で
は
、
ト

ン
ネ
ル
を
掘
る
た
め
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
を

採
用
し
、
高
尾
川
の
真
下
に
河
川
に
沿
っ
て

地
下
河
川
を
築
造
す
る
も
の
で
す
。

　

高
尾
川
の
流
量
が
増
え
た
場
合
に
は
、
自

然
に
地
下
河
川
へ
流
入
す
る
施
設
を
上
流
の

西
鉄
紫
駅
付
近
に
設
置
し
ま
す
。
地
下
河
川

を
流
れ
た
水
は
、
下
流
の
西
鉄
二
日
市
駅
近

く
に
設
置
す
る
流
出
施
設
か
ら
放
流
さ
れ
、

再
び
合
流
し
ま
す
。

　

水
が
流
れ
る
仕
組
み
と
し
て
は
、
高
尾
川

の
高
低
差
を
利
用
し
ま
す
。
流
入
施
設
は
、

流
出
施
設
と
比
べ
て
高
い
位
置
に
あ
り
、
水

は
立
坑
か
ら
地
下
河
川
を
流
れ
、
低
い
位
置

に
あ
る
流
出
施
設
で
地
上
に
押
し
上
げ
ら

れ
、
鷺
田
川
へ
合
流
し
ま
す
。

　

こ
の
地
下
河
川
が
所
定
の
効
果
を
発
揮
す

る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
県
は
茨
城
県
つ
く

ば
市
に
25
分
の
１
の
縮
尺
で
大
型
水
理
模
型

を
設
置
し
、
そ
の
実
験
を
期
成
会
の
皆
さ
ん

に
確
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
体
を

見
下
ろ
し
て
把
握
す
る
た
め
、
県
は
マ
イ
ク

ロ
モ
デ
ル
を
二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

通
常
、
治
水
対
策
の
た
め
河
川
の
流
量
を

増
や
す
に
は
、
河
川
の
断
面
を
増
や
す
、
つ

ま
り
川
幅
を
拡
幅
す
る
方
法
が
選
ば
れ
ま
す

が
、
そ
れ
に
伴
い
河
川
周
辺
の
住
民
の
皆
さ

ん
の
移
転
な
ど
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
工
法
で
は
、
現
在

の
高
尾
川
の
直
下
を
流
れ
て
い
く
こ
と
か

ら
、
周
辺
の
街
並
を
変
え
ず
に
治
水
対
策
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
尾
川
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業

ま
ち
の
景け

い

観か
ん

そ
の
ま
ま
に
、
安あ

ん

全ぜ
ん

な
川か

わ

に
改か

い

修し
ゅ
う

（福岡県資料より）

マイクロモデルは二日市コミュニティセンター内に設
置されています

地下を掘るための
シールドマシン
資料写真：池町川放水
路工事シールドマシン
(福岡県)
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主
要
地
方
道
筑
紫
野
筑
穂
線

主
要
地
方
道
筑
紫
野
筑
穂
線

西鉄天神大牟田線
西鉄天神大牟田線

西鉄紫駅西鉄紫駅

流入施設流入施設

筑紫野市

←高尾川

橋橋

紫橋（県道）紫橋（県道）

下ノ迎橋下ノ迎橋
紫橋（市道）紫橋（市道）

筑紫野市役所
上下水道庁舎
筑紫野市役所
上下水道庁舎

天神
公民館
天神
公民館

二日市中学校二日市中学校

九州産業
高等学校
九州産業
高等学校



　市では、浸水被害の軽減対策として、雨水の流出
抑制および有効利用を図るため、雨水貯留タンクを
設置しようとする人を対象に補助金を交付していま
す。詳しくは問い合わせください。

●雨水貯留タンク設置補助に関する問い合わせ先
　市河川課 (９２３)１１１１
●河川改修工事に関する問い合わせ先
　福岡県那珂県土整備事務所災害事業室
　 (５１３)５５６９

広報ちくしの 平成28年7月15日 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。5

県道福岡日田線

県道福岡日田線
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線
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線
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線西鉄二日市駅

西鉄二日市駅

流出施設流出施設

太宰府市

高尾川床上浸水対策特別緊急事業

ＪＲ鹿児島本
線

ＪＲ鹿児島本
線

鷺田川
（市管理区間）

←鷺田川

原の下橋原の下橋歓喜橋歓喜橋

橋口橋橋口橋

水道橋水道橋

福岡法務局
筑紫支局
福岡法務局
筑紫支局

二日市コミュニ
ティセンター
二日市コミュニ
ティセンター

中央・栄町・昭和
三地区公民館
中央・栄町・昭和
三地区公民館 二日市八幡宮二日市八幡宮

本町公民館本町公民館 二日市中央通り商店街

二日市中央通り商店街

西鉄通り商店街

西鉄通り商店街

二日市公園二日市公園

広域河川改修事業

地下河川　約１,０００m
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　市内二日市の本町区の皆さんが、地域
の環境保全活動・普及啓発活動により、
環境大臣から地域環境保全功労者表彰
を受賞しました。
　本町区では、資源ごみ回収、河川清掃、
花いっぱい運動を地域一体となって長
年にわたり実施していることが主に評
価されました。
　昭和46年から町内会で行っている資
源ごみの回収は、新聞、雑誌、段ボール、
古布にあわせ、市の分別回収前から行っ
ているペットボトルのほか、一升瓶も町
内を回って回収しています。
　毎月の河川清掃は、かつては汚れてい
た鷺田川を「魚が泳ぐきれいな川にした
い」という思いで平成４年から始めまし
た。川の中800メートルを歩きながら
ごみを拾う人、引き上げて分別する人と
が連携して作業を行います。一見、きれ
いになった今でも自転車や毛布などが
見つかります。夏休みには中学生も手伝
ってくれて、まちを愛する心を育む機会

にもなっています。
　本町区は、西鉄二日市駅と駅周辺の繁
華街があり、昼夜にわたり交通量が多い
地域です。年を通じて花いっぱい運動に
取り組み、行き交う人の目を癒す景観づ
くりを行っています。
　取材に伺った日の午前中は、本町公園
と県道の歩道の樹木の剪定・草刈り、川
にかかる橋口橋の欄干に設置したプラ
ンター・花壇の土の入れ替えを行い、午
後からは花植えを子どもたちに手伝っ
てもらいながら行いました。
　本町区の椎葉 眞弓区長は、「歴代の区
長をはじめ、町内の皆さんのご尽力でこ
こまでやってきました。24年間続けて
きたことで、ほとんどの本町区の皆さん
が関われたことがよかったです。皆さん
が頑張ってきたことの評価として本町
全体で受賞したと思っています。これが
とても嬉しい」と話していました。

Profile
　世帯数 789 世帯、人口
1,510人。(５月末現在)
　環境保全への取り組みに
より、平成８年に福岡県環
境保全功労者知事表彰、平
成９年に筑紫野市市民表彰
(環境美化)を受賞。
　平成７年から毎月発行し
ている本町新聞 (ほんによ
かまち)は255号を数える。

平成28年度地域環境保全功労者環境大臣
表彰を受賞

橋口橋のプランターの土の入替と補修を行いました

本町公園の花の植え替えは子どもたちも手伝ってくれています

川にごみが落ちていないか確認

ペットボトルは回収して回ります

藤田市長に報告する椎葉区長と永田副区長

　みんなで頑張ってきたことが評価

　このコーナーでは、表彰
を受けるなど、“力を尽く
している”“輝いている” 筑
紫野市民や市内の団体を紹
介します。

Chikushino City   2016.7.１5 6



アビスパ福岡公式戦
筑紫野市応援デー開催！
アビスパ福岡公式戦
筑紫野市応援デー開催！
　明治安田生命Ｊ１リーグ公式戦「アビスパ福岡 
対 ジュビロ磐田」を『筑紫野市応援デー』として、
来場者に広く筑紫野市の魅力を発信します。当日、
筑紫野市民の皆さんには、観戦招待や指定席の優待
販売、その他にもいろいろな特典があります。筑紫
野市民みんなでアビスパ福岡を応援しましょう！

　明治安田生命Ｊ１リーグ公式戦「アビスパ福岡 
対 ジュビロ磐田」を『筑紫野市応援デー』として、
来場者に広く筑紫野市の魅力を発信します。当日、
筑紫野市民の皆さんには、観戦招待や指定席の優待
販売、その他にもいろいろな特典があります。筑紫
野市民みんなでアビスパ福岡を応援しましょう！

ふく　　  おか　　　こう　　  しき　　  せん

ちく　　   し　　    の　　  　 し　　   おう　　　えん かい　　　さい

ふく　　  おか　　　こう　　  しき　　  せん

ちく　　   し　　    の　　  　 し　　   おう　　　えん かい　　　さい

特典１

150組300人を無料招待！
●対象　筑紫野市に在住・在勤・在学の人
●席種　ホームサポーター自由席
●申込方法
　往復ハガキの往信面に「①参加者全員の名前 (ふり
がな)、年齢、②郵便番号・住所、③電話番号、④筑
紫野市外在住者のみ勤務先・学校 (学年)」を明記の上、
申し込んでください。
＊1通につき4人まで。
＊小学生以下は保護者と一緒に申し込み・来場ください。
＊返信面には住所と名前を記入ください。
＊個人情報は、本目的以外には利用せず、終了後は責任をもって
破棄します。
●申込先
　〒813-8585 福岡市東区香椎浜ふ頭１-２-17
　アビスパ福岡「筑紫野市応援デー」係
●申込期限　８月５日(金)消印有効
●当選発表　「当選ハガキ」の発送をもって発表とし
ます。
●引換方法　試合当日、15時30分からレベルファイ
ブスタジアムモニュメント広場の筑紫野市特設テント
にて「当選ハガキ」と観戦チケットを引き換えます。

特典３

「エスコートキッズ」と「アビータッチ」参加券配布！
　当日、特典２でチケットを購入した人の中から希望
者に先着で「エスコートキッズ」「アビータッチ」の
参加券をお渡しします。試合に向かう選手と手をつな
いでピッチにエスコートしたり、ウォーミングアップ
に向かう選手たちとハイタッチできるチャンスです！

特典２

Ａ席を特別価格で提供！
　Ａ自由席を特別価格で販売します。
　Ａ自由席 (大人)通常 3,000円 → 1,000円
　Ａ自由席 (小中高) 通常 1,250円 → 500円
●対象　筑紫野市に在住・在勤・在学の人
●販売方法　試合当日、15時30分からレベルファイ
ブスタジアムモニュメント広場の筑紫野市特設テン
トにて販売します。
＊当日販売のみです。
＊住所もしくは在勤・在学が証明できる書類等を提示ください。

Ａ自由席

Ａ自由席 Ａ自由席

レベルファイブスタジアム座席表

●エスコートキッズ (先着順)　小学生 11人
●アビータッチ (先着順)　30人
　※１グループ最大４人まで（家族など）
＊芝生を傷める靴 (ハイヒール等)での参加はできません。
＊「エスコートキッズ」と「アビータッチ」の両方に参加する
ことはできません。

■問い合わせ先　アビスパ福岡株式会社ホームタウン推進部　☎(６７４)３０２０

アビスパ福岡 vs ジュビロ磐田
８月 24日 (水)
19時キックオフ (予定)

レベルファイブスタジアム
(福岡市博多区東平尾公園)

ホ
ー
ム

サ
ポ
ー
タ
ー

自
由
席

ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー

自
由
席

広報ちくしの 平成28年7月15日 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。7



「環境指標の森」を知っていますか？

　自然がどのように変化しているのか観察できるポイン
トとして、次の６地区を「環境指標の森」として平成
22年に選定しました。

・天拝の森 (天拝山歴史自然公園)
・平等寺彩りの森 (平等寺彩りの森)
・ 宝満川上中流域 (竜岩自然の家、宝満川中流域)
・ 筑紫歴史の森 (筑紫神社、五郎山公園)
・山家宝満宮の森 (山家宝満宮)
・宮地岳 (宮地岳)
　かっこ内は、森の場所を指します。

　環境指標の森では、コミュニティや学校、団体などが
自然観察に関するさまざまな活動を行っています。季節
の移ろいとともに森の様子も変わるため、工夫次第で楽
しみ方も色とりどりです。市は、そこに生息する生き物
や植物などを観察しながらデータを蓄積しています。将
来的に、自然環境の変化を把握するのに役立てる予定で
す。
　自然は、時に癒しを与え、時に厳しさを教えてくれま
す。自分の住んでいる身近な自然「環境指標の森」を知
ることで、命の大切さを理解し、私たちの生活や共存す
る生き物たちとの接し方が変わってくることを感じられ
るでしょう。
　この夏、天拝の森で自然観察会、竜岩自然の家で水辺
観察会を開催します。親子で自然にふれあい、楽しく学
べる内容となっていますので、夏休みの思い出の１ペー
ジに加えてはいかがでしょう。

郷郷
き ょ うき ょ う

土土
どど

のの野野
のの

山山
や まや ま

「「環環
か んか ん

境境
き ょ うき ょ う

指指
しし

標標
ひ ょ うひ ょ う

のの森森
も りも り

」でいきもの」でいきもの探探
さ がさ が

しし
●問い合わせ先　環境課

①夏の山家宝満宮の森で玉虫（タマムシ）を発見 !!
　タマムシは、その虹のような色をした
羽が国宝「玉虫厨子（たまむしのずし）」
に使用されていることでも有名な非常に
美しい甲虫です。鳥などの天敵がそのキ
ラキラした色を嫌がる習性を持つことを
利用して身を守っています。夏の晴れた
日にエノキなどの樹木の周りで見ること
ができます。

タマムシは
とってもきれい
な色だったよ！

Chikushino City   2016.7.１5 8



　

「筑紫野市自然観察ガイドブック」
を手に散策しませんか？

　環境指標の森をはじめとした市内の自然
についてまとめた「筑紫野市自然観察ガイ
ドブック」を販売しています。市内の自然
を散策する際に、ぜひご活用ください。

　平成24年４月発行　Ａ５版93ページ
　オールカラー　定価1,020 円 ( 税込 )
　●販売場所　環境課窓口

②秋の宝満川にひと休みしているナナホシテントウ
　がいたよ

　このナナホシテントウは、
コセンダングサに頭をうずめ
て、じっとしていました。ナ
ナホシテントウは、テントウ
ムシの一種で、冬は集団で落
ち葉の下などで冬眠をする姿
が見られます。冬を越す姿を探してみてください。
　ナナホシテントウが休んでいた植物は、コセンダングサと言
う海外から入ってきた外来生物です。環境への適応力が高く、
種子を動物の体や人の服にくっつけることで、遠くまで運びま
す。外来生物が定着するとその場所の生態系を乱すおそれがあ
ります。庭に植えていた植物や、ペットとして飼っていた動物
などは、絶対に自然に放さないようにしましょう。

③カモ？アヒル？　違いが見分けられるかな？
　天拝山歴史自然公園で、ある鳥を見つけ
ました。この鳥は、アヒルの１種である“ア
オクビアヒル ”といい、カモを家畜化した
ものであるアヒルが、逃げ出したりして、
野生に戻ったものと言われています。カモ
と配色がよく似ていますが、体がふたまわ
りほど大きいことや、渡り鳥ではないこと
などが特徴です。しかし、マガモとアオク

ビアヒルが夫婦になることもあり、判別は非常に難しいです。今回見つけ
たものも、雑種かもしれません。

「ちくしの親子環境学級2016」
を開催します！

　身の回りの自然に関する環境学級を行います。
家族で、環境について考えてみませんか？
 第１回　｢川の仲間を見てみよう！のぞきメガ
ネの生き物たち｣
●日時　７月26日 (火) 9 時 30分～ 12時
●内容　竜岩自然の家での水中メガネ工作、水辺観
　　　　 察会

第２回　｢星たちの物語～夜空の神話を望遠鏡
でひも解く～｣
●日時　８月５日 (金) 18 時 30分～ 21時
●内容　カミーリヤでの望遠鏡工作、星空観察会

第３回　｢森の宝石を探せ！
キラキラ葉っぱの万華鏡｣
●日時　 ８月 21 日 (日) 　

９時～ 12時 30分
●内容　 天拝山歴史自然公園

での万華鏡工作、自
然観察会

●対象者　市内在住の小中学生とその保護者
●参加費　無料 (１講座のみの参加もできます)
●申し込みは先着順です。申込方法などの詳細は、
問い合わせるか、ホームページをご覧ください。

広報ちくしの 平成28年7月15日 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。9



■ 試験日　９月18日(日)　■ 受付期間　７月21日(木)～８月18日(木)
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員
い ん

募
ぼ

集
し ゅ う
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で
き
て
い
ま
す
か
？ 

ペ
ッ
ト
の
災さ

い

害が
い

対た
い

策さ
く

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
時
に
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
が
、
と

も
に
安
全
に
避
難(
同
行
避
難)

す
る
た
め

に
は
、
飼
い
主
自
身
が
日
ご
ろ
か
ら
考
え
、

備
え
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ペ
ッ

ト
の
身
の
安
全
を
守
る
た
め
、
飼
い
主
と
し

て
の
責
任
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

【
同
行
避
難
を
す
る
た
め
に
は
】

①
健
康
管
理
と
し
つ
け

　

災
害
は
ペ
ッ
ト
に
も
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を

与
え
ま
す
。
慣
れ
な
い
場
所
で
の
生
活
で
も

体
調
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
健
康

状
態
に
注
意
し
、
予
防
接
種
や
寄
生
虫
の
駆

除
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、避
難
所
で
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
普
段
か
ら
き
ち
ん

と
し
つ
け
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
場
合

▽ 

登
録
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票(

こ

の
２
つ
の
装
着
は
狂
犬
病
予
防
法
で
飼
い

主
に
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
違
反
す
る

と
罰
則
が
あ
り
ま
す)

▽
迷
子
札(

連
絡
先
を
書
い
た
も
の)

▽
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

●
猫
の
場
合

▽
迷
子
札(

連
絡
先
を
書
い
た
も
の)

▽
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

③
ペ
ッ
ト
の
た
め
の
備
蓄

●
優
先
順
位
１

▽
命
や
健
康
に
関
わ
る
も
の

・
薬
・
療
法
食

・
フ
ー
ド
と
水(

５
日
分
以
上)

・
予
備
の
首
輪
、
リ
ー
ド(

伸
び
な
い
も
の)

・
食
器

・
ケ
ー
ジ
ま
た
は
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス

・ 
ガ
ム
テ
ー
プ(

ケ
ー
ジ
の
補
修
な
ど
多
用

途
に
使
用)

●
優
先
順
位
２

▽
飼
い
主
や
ペ
ッ
ト
の
情
報

・
飼
い
主
の
連
絡
先

・
動
物
の
写
真

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴

・
既
往
症
・
健
康
状
態

・
か
か
り
つ
け
動
物
病
院
名　

な
ど　

※ 

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
災
害
時
に
紛
失
し
な

い
よ
う
携
帯
電
話
に
記
録
し
て
お
く
と
確

実
で
す
。

●
優
先
順
位
３

▽
ペ
ッ
ト
用
品

・
ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ

・
排
泄
物
の
処
理
用
具

・ 

ト
イ
レ
用
品(

猫
の
場
合
は
使
い
慣
れ
た

ト
イ
レ
砂)

・
タ
オ
ル
・
ブ
ラ
シ

・
洗
濯
ネ
ッ
ト(

ケ
ー
ジ
を
嫌
が
る
猫
用)

・
お
も
ち
ゃ　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

④
避
難
所
で
の
注
意
点

　

避
難
所
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
す
。

動
物
が
好
き
な
人
・
嫌
い
な
人
、
動
物
ア
レ

ル
ギ
ー
が
あ
る
人
、
幼
い
子
ど
も
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
人
が
一
緒
に
暮
ら
す
場
所
な
の

で
、
飼
い
主
は
周
り
の
人
に
不
快
な
思
い
を

さ
せ
な
い
よ
う
、
十
二
分
に
配
慮
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

●
犬
の
場
合

・「
待
て
」「
お
座
り
」
な
ど
基
本
的
な
動
作

が
で
き
る
。

▽
ケ
ー
ジ
の
中
に
入
る
こ
と
を
嫌
が
ら
な
い
。

▽
む
や
み
に
吠
え
な
い
。

▽
人
を
怖
が
っ
た
り
攻
撃
的
に
な
ら
な
い
。

▽
決
め
ら
れ
た
場
所
で
排
泄
す
る
。

▽
狂
犬
病
予
防
接
種
と
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
。

▽ 
犬
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
な
ど
寄
生
虫
の
予
防
、

駆
除
。

▽
不
妊
去
勢
手
術
。

●
猫
の
場
合

▽ 

ケ
ー
ジ
や
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
に
入
る
こ
と

を
嫌
が
ら
な
い
。

▽
人
や
他
の
動
物
を
怖
が
ら
な
い
。

▽
猫
用
ト
イ
レ
で
排
泄
す
る
。

▽
各
種
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
。

▽
寄
生
虫
の
予
防
、
駆
除
。

▽
不
妊
去
勢
手
術
。

②
迷
子
札
と
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

　

災
害
時
に
は
ペ
ッ
ト
と
離
れ
離
れ
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
保
護
さ
れ
た
と
き
、
す

ぐ
に
飼
い
主
が
分
か
る
よ
う
、
身
元
を
示
す

も
の
を
普
段
か
ら
身
に
付
け
さ
せ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

広報ちくしの 平成28年7月15日11 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。
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市
で
は
、
幼
稚
園
教
育
の
一
層
の
普
及
充

実
を
図
る
た
め
、
私
立
幼
稚
園
の
保
育
料
な

ど
の
一
部
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

移
行
し
た
幼
稚
園
に
在
園
し
て
い
る
場
合

は
、
給
付
の
対
象
外
で
す
。

●
対
象

　

私
立
幼
稚
園
に
在
園
し
て
い
る
満
３
歳
児

お
よ
び
３
〜
５
歳
児(

平
成
22
年
４
月
２
日

〜
平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ)

で
、
市
内

に
居
住
し
て
い
る
人
の
保
護
者

※ 

満
３
歳
児
は
、
満
３
歳
に
達
し
た
月
か
ら

給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
担
当

平へ
い

成せ
い

28
年ね

ん

度ど

の
私し

立り
つ

幼よ
う

稚ち

園え
ん

就し
ゅ
う

園え
ん

奨し
ょ
う

励れ
い

費ひ

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
介
護
を
す
る
人
が
、

他
人
の
目
が
気
に
な
っ
た
り
、
介
護
し
て
い

る
こ
と
を
周
り
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
介
護
マ
ー
ク
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

●
例
え
ば
こ
ん
な
と
き
に

▽ 

駅
や
公
共
施
設

の
ト
イ
レ
を
一

緒
に
使
う
と
き

▽ 

男
性
介
護
者
が

女
性
用
の
下
着

を
購
入
す
る
と

き
▽ 

介
護
し
て
い
る

こ
と
を
周
り
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
き

●
配
付
対
象
者

　

介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
介
護
者
で
「
介

護
マ
ー
ク
」
が
必
要
な
人
に
配
付
し
ま
す
。

●
配
付
の
申
込
方
法

　

市
役
所(

高
齢
者
支
援
課
、生
活
福
祉
課 

障
害
者
福
祉
担
当)

、
健
康
推
進
課(

カ
ミ

ー
リ
ヤ
内)

、
ま
た
は
各
地
域
包
括
セ
ン
タ

ー
に
て
、
使
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料

で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
支
援
課 

高
齢
者
福
祉
担
当

「
介か

い

護ご

マ
ー
ク
」
を

ご
存ぞ

ん

知じ

で
す
か
？

　

ハ
チ
の
活
動
は
４
月
頃
か
ら
始
ま
り
、
７

月
〜
９
月
頃
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

ハ
チ
は
不
用
意
に
刺
激
し
た
り
す
る
と
攻

撃
し
て
く
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
が
、

農
作
物
や
樹
木
に
つ
く
害
虫
を
捕
食
し
た

り
、
植
物
の
花
粉
の
媒
介
を
行
う
な
ど
、
益

虫
と
し
て
自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。
巣
が
作
ら
れ
て
い
て
も

生
活
に
支
障
が
な
い
場
所
の
場
合
は
見
守
っ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

市
で
は
個
人
の
住
宅
や
敷
地
内
に
作
ら
れ

た
ハ
チ
の
巣
の
撤
去
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

自
分
で
撤
去
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

専
門
の
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ハ
チ
へ
の
対
処
法

①
巣
を
見
つ
け
た
場
合
は

・
不
用
意
に
近
寄
ら
な
い
。

・
揺
ら
さ
な
い
。

・
近
く
で
騒
が
な
い
。

②
近
く
に
飛
ん
で
い
た
場
合
は

・ 

手
で
追
い
払
お
う
と
し
な
い
。(

攻
撃
さ

れ
た
と
思
い
刺
さ
れ
ま
す)

・ 

ゆ
っ
く
り
静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
る
。

 (

走
っ
て
逃
げ
る
と
逆
効
果
で
す)　

③
家
の
中
に
入
っ
て
来
た
場
合
は

・ 

窓
を
開
け
て
出
て
行
く
の
を
静
か
に
待
つ
。 

(

ハ
チ
は
明
る
い
方
向
に
向
か
う
習
性
が
あ

り
ま
す
。追
い
回
す
と
逆
効
果
で
す)

④
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は

・
す
ぐ
に
毒
を
絞
り
出
し
、
水
で
洗
い
流
す
。

  (

ハ
チ
の
毒
は
水
に
溶
け
る
性
質
が
あ
り
ま

す)・ 

傷
口
を
氷
ま
た
は
冷
水
で
冷
や
す
。(

毒

の
吸
収
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す)

・ 

薬
を
塗
る
。(

ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
や
抗
ヒ
ス

タ
ミ
ン
剤
を
塗
り
ま
し
ょ
う
。ア
ン
モ
ニ
ア

は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん)

※ 

気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、
以
前
に
ハ
チ
に

刺
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
す
ぐ
に
病

院
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

ハ
チ
に
注ち

ゅ
う

意い

し
ま
し
ょ
う
！

戦せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

な
ど
の
遺い

族ぞ
く

の
皆み

な

さ
ん
へ

第だ
い

十じ
ゅ
っ

回か
い

特と
く

別べ
つ

弔ち
ょ
う

慰い

金き
ん

の
請せ

い

求き
ゅ
う

は
お
済す

み
で
す
か
？

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
平
成

27
年
４
月
１
日(

基
準
日)

に
お
い
て
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い

な
い
場
合
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
人
は
早
め
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に

限
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円(

５
年
償
還)

の
記
名
国
債

●
請
求
期
限

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で(

土
・
日
曜
日
、

祝
日
、年
末
年
始
は
除
く)

※ 

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特
別
弔
慰

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
福
祉
課 

地
域
福
祉
担
当
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■市役所からのお知らせ

ち
く
し
の
健け

ん

康こ
う

川せ
ん

柳り
ゅ
う

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

　

運
動
や
食
生
活
な
ど
の
健
康
づ
く
り
、
生

き
る
喜
び
、
生
き
が
い
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な

ど
の
心
の
健
康
づ
く
り
も
含
め
、
色
々
な
思

い
を
川
柳
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

入
賞
者
に

は
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

●
対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
人

●
応
募
方
法　
「
川
柳
、
氏
名
、
ペ
ン
ネ
ー
ム

(

あ
る
場
合
の
み
記
入)

、住
所
、電
話
番
号
、

所
属(

会
社
名
、
学
校
名)

」
を
明
記
し
て
、

ハ
ガ
キ
、
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
健
康
推

進
課
窓
口
に
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。(

一
人
３
句
ま
で)

●
応
募
期
限　

８
月
５
日(

金)

消
印
有
効

●
審
査
・
作
品
展
示

　

筑
紫
野
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
審

査
を
行
い
、
入
賞
者
に
は
９
月
中
旬
頃
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
10
月
２
日(

日)

開
催
の

カ
ミ
ー
リ
ヤ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
入
賞
作

品
の
表
彰
お
よ
び
応
募
作
品
の
展
示
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
入
賞
作
品
は
広
報
紙
お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
予
定
で
す
。

●
注
意
事
項

▽
応
募
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属
し
ま
す
。

▽ 

作
品
は
、
市
の
健
康
推
進
事
業
で
使
用
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
主
催　

筑
紫
野
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
、
筑
紫
野
市

野や

菜さ
い

応お
う

援え
ん

レ
シ
ピ
講こ

う

座ざ

●
日
時　

８
月
20
日(

土)

、10
時
〜
13
時(

受

付
開
始
９
時
30
分)

●
場
所　

カ
ミ
ー
リ
ヤ
２
階
調
理
実
習
室

●
内
容　

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
野
菜

料
理
の
調
理
実
習(

テ
キ
ス
ト
の
中
か
ら
３

種
類
の
野
菜
料
理
を
作
り
ま
す)

●
対
象　

市
民

●
参
加
費　

１
人
当
た
り
４
０
０
円(

テ
キ

ス
ト
代
込
み)

●
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、

食
器
用
布
巾
、
台
ふ
き

●
定
員　

先
着
30
人(

託
児
は
あ
り
ま
せ
ん)

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
カ
ミ
ー
リ
ヤ
健

康
推
進
課
窓
口

●
申
込
期
間　

７
月
15
日(

金)

〜
８
月
５

日(

金)

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課(

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内)

(

９
２
０)

８
６
１
１

ち
く
し
の
福ふ

く

祉し

村む
ら

　

第だ
い

３
回か

い

公こ
う

開か
い

講こ
う

座ざ

　

市
民
の
誰
も
が
、
人
権
と
個
性
を
尊
重
し

て
お
互
い
を
支
え
あ
い
、
本
市
に
住
む
全
て

の
人
々
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、「
ち
く
し
の
福

祉
村
」
の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

無
料
で
、
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
手
話
通
訳
も
あ
り
、
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
日
時　

８
月
６
日(

土)

、
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

●
場
所　

カ
ミ
ー
リ
ヤ
視
聴
覚
室

●
テ
ー
マ

　
「
ど
う
な
る
の
？ 

障
害
者
差
別
解
消
法
」

〜
合
理
的
配
慮
っ
て
な
あ
に
？
〜

●
講
師　

大
川 

絹
代
さ
ん(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー)

●
託
児(

定
員
20
人)　

託
児
を
希
望
す
る
場

合
は
、
７
月
27
日(

水)

ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
託
児
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
福
祉
課 

地
域
福
祉
担
当

夏な
つ

休や
す

み
に
小し

ょ
う

学が
っ

校こ
う

の
プ
ー
ル

を
開か

い

放ほ
う

し
ま
す

●
期
間　

７
月
21
日(

木)

〜
８
月
12
日(

金)

、

10
時
〜
16
時
※
12
時
〜
13
時
は
休
憩
時
間
※

１
日
あ
た
り
最
長
２
時
間
ま
で

●
休
所
日　

毎
週
月
曜
日
、
そ
の
他
学
校
や

地
域
行
事
で
プ
ー
ル
を
使
用
す
る
日

●
対
象
者　

市
内
居
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学

し
て
い
る
人 

※
小
学
２
年
生
以
下
の
児
童

や
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
保
護
者

が
一
緒
に
プ
ー
ル
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
開
放
す
る
施
設　

市
立
小
学
校(

二
日
市
、

二
日
市
東
、
吉
木
、
阿
志
岐
、
山
家
、
筑
紫
、

山
口
、
二
日
市
北
、
原
田
、
筑
紫
東
、
天
拝)

の
プ
ー
ル

●
注
意
事
項　
▽
健
康
状
態
に
よ
っ
て
は
プ
ー

ル
を
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

▽

25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
の
利
用
は
小
学
３
年
生
以

上
と
し
ま
す
。(

山
家
小
学
校
を
除
く)　

▽

プ
ー
ル
に
入
る
際
は
、
必
ず
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
を

か
ぶ
っ
て
く
だ
さ
い
。　

▽
大
き
な
浮
き
輪
や

ボ
ー
ル
な
ど
、
他
利
用
者
の
迷
惑
に
な
る
よ
う

な
物
の
持
ち
込
み
は
禁
止
し
ま
す
。　

▽
眼
鏡
、

ガ
ラ
ス
製
の
ゴ
ー
グ
ル
、
腕
時
計
な
ど
を
着
用

し
て
の
利
用
は
禁
止
し
ま
す
。　

▽
プ
ー
ル
で

の
飲
食
、
喫
煙
は
禁
止
し
ま
す
。
ま
た
、
水
分

補
給
は
指
定
の
場
所
で
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
▽
車
で
は
来
校
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
▽

ゲ
ー
ム
機
や
現
金
な
ど
の
貴
重
品
は
持
ち
込
ま

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当(

生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
内)

(

９
２
５)

４
８
０
２

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
郵
送

(

あ
て
先)

〒
818-

0013
市
内
岡
田
３-

11-

１

健
康
推
進
課(

カ
ミ
ー
リ
ヤ
内)

▽

(

９
２
０)

８
６
１
１

▽
6(

９
２
６)

６
０
０
６

▽
電
子
メ
ー
ル　

kenkou@
city.chikusino.fukuoka.jp

広報ちくしの 平成28年7月15日 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。13



市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

Chikush ino C i t y  In format ion

介か
い

護ご

職し
ょ
く

員い
ん

初し
ょ

任に
ん

者し
ゃ

研け
ん

修し
ゅ
う

受じ
ゅ

講こ
う

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
う

　

現
在
介
護
業
務
に
従
事
し
て
い
る
人
、
こ

れ
か
ら
従
事
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
程　

８
月
28
日
〜
平
成
29
年
２
月
19
日

ま
で
の
日
曜
日(

全
25
回)

●
場
所　

筑
前
町
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

リ
ブ
ラ(

朝
倉
郡
筑
前
町
新
町
４
４
０)

※ 

10
月
２
日
、
12
月
４
日
、
２
月
19
日
の

講
義
は
、
め
く
ば
ー
る
学
習
館(

朝
倉
郡

筑
前
町
久
光
９
５
１-

１)

で
行
い
ま
す
。

●
定
員　

７
人(

申
込
者
多
数
の
と
き
は
、抽

選)●
申
込
期
間　

７
月
19
日(

火)

〜
８
月
５

日(

金)

17
時 

●
受
講
料　

２
万
円

●
研
修
修
了
者
の
認
定
方
法

　

全
科
目
履
修
者
を
対
象
に
、
筆
記
試
験
に

よ
る
修
了
評
価
を
実
施
し
、
１
０
０
点
満
点

で
合
格
基
準
は
70
点
以
上

●
主
催　

福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会

●
委
託
先　

麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

●
申
込
方
法　

高
齢
者
支
援
課
窓
口
で
申
込

書
を
配
布
し
、
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
込
時
に
必
要
な
も
の　

認
印

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
支
援
課 

高
齢
者
福
祉
担
当

手し
ゅ

話わ

を
学ま

な

ぼ
う

　

手し
ゅ

話わ

で
話は

な

そ
う

　

平
成
28
年
度「
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座(

基

礎
編)

」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。　

　

手
話
は「
手
や
身
体
・
表
情
」で
表
し
、「
目
」

で
理
解
す
る
言
葉
で
す
。

　

基
礎
編
で
は
「
日
常
的
な
会
話
が
で
き
る

こ
と
」
を
目
指
し
ま
す
。

●
期
間

▽
基
礎
編　

９
月
27
日
〜
３
月
14
日　

毎
週

火
曜
日(

金
曜
日
４
回)　

計
25
回

●
時
間　

19
時
〜
21
時

●
場
所　

カ
ミ
ー
リ
ヤ
２
階　

視
聴
覚
室

●
対
象　

市
民
、
ま
た
は
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
15
歳
以
上
の
人(

中
学
生
は

除
く)

●
条
件　

本
講
座
の
入
門
編
を
修
了
し
た
人

●
受
講
料(

テ
キ
ス
ト
代)

　

３
２
４
０
円(

税
込)

●
申
込
方
法　

申
込
書
を
窓
口
、
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
提
出
。(

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す)

●
申
込
期
限　

９
月
２
日(

金)

ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
福
祉
課 

障
害
者
福
祉
担
当

　

6(

９
２
３)

５
２
３
０

　インターネットで注文する通信販売、最近は
ＳＮＳの広告から注文してのトラブル相談も増
えてきています。
　「キャンペーン中で格安だったので注文した、
お試しだけのはずの注文が翌月も届いていつの
まにか定期購買になっていた」「キャンセルを
申し出ようとしても連絡が取れない」「半年間
の定期コースになっているから途中解約はでき
ないと言われた」
　「代金を振り込んだが商品が届かない」「注文
したものと違うものが届いた」
　こうしたケースは国内の販売業者にとどまら
ず海外の販売業者との間でもトラブルが増えて
きています。ネット通販は、クーリングオフ制
度がないので無条件で返品はできません。販売

業者が決めた返品ルールに従うことになりま
す。注文する内容は申し込み前に必ず確認して
ください。注文画面は保存をするかプリントア
ウトをしておくことも大切です。
　販売業者の住所、電話番号が不明で連絡方法
がメールに限られていると返金交渉をすること
ができず、事後の被害救済が困難となってしま
います。ネット通販は店舗で商品を購入する場
合とは違い、実際の商品の状態や店舗の実態も
分かりません。注文する
前に少しでも疑問や不安
があれば消費生活センタ
ーに相談してください。

ネット通
つ う

信
し ん

販
は ん

売
ば い

でのトラブルが急
きゅう

増
ぞ う

してます

●消費生活センター相談専用電話　 (９２３)１７４１　 (平日９時～11時45分、13時～16時30分)

Chikushino City   2016.7.１5 14



■市役所からのお知らせ

昨年の様子

保ほ

育い
く

士し(

臨り
ん

時じ

職し
ょ
く

員い
ん)

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

　

公
立
保
育
所
に
勤
務
す
る
保
育
士
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、「
筑
紫
野

市
臨
時
職
員
任
用
候
補
者
名
簿
登
録
申
込

書
」(

登
録
申
込
書)

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

　

保
育
士
登
録
を
済
ま
せ
て
い
る
人(

都
道

府
県
知
事
に
登
録
し
、保
育
士
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人)

●
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
登
録
申
込
書(

写
真
が
必
要
で
す)

②
保
育
士
証
の
写
し

※ 

①
、
②
を
人
事
課
に
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

●
賃
金　

日
額
７
０
０
０
円

●
郵
送
先　

〒
818-

8686(

住
所
記
入
不
要)

市

人
事
課

※ 

登
録
申
込
書
は
、
子
育
て
支
援
課
窓
口
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

所し
ょ

有ゆ
う

地ち

の

草く
さ

刈か

り
を
し
ま
し
ょ
う

　

草
や
木
が
伸
び
て
い
る
と
犯
罪
や
火
災
の

発
生
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
街
の
美
観
や
清
潔
な
生
活
環
境
を

乱
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
隣
近
所
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

空
き
地
や
空
き
家
な
ど
の
所
有
者
、
占
有

者
、
管
理
者
は
、
年
２
回(

春
・
秋)

程
度

は
責
任
を
持
っ
て
草
や
木
を
刈
り
ま
し
ょ
う
。

※ 

有
料
で
造
園
業
者
、
土
木
業
者
、
筑
紫
野

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
直
接

連
絡
し
、
作
業
を
依
頼
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
夏
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

第
30
回
御ご

前ぜ
ん

湯ゆ

う
し
湯ゆ

ま
つ
り

　

土
用
丑
の
日
に
、
御
前
湯
う
し
湯
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。
抽
選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

７
月
30
日(

土)

、
10
時
〜
15
時

(

抽
選
会
は
く
じ
が
な
く
な
っ
た
時
点
で
終

了)●
場
所　

武
蔵
財
産
区
営
御
前
湯(

市
内
湯

町
２-

４-

12)

●
内
容　

入
湯
回
数
券
の
特
別
販
売
、
抽
選

会
な
ど

●
抽
選
会
対
象　

御
前
湯
の
利
用
者
お
よ
び

回
数
券
購
入
者

●
問
い
合
わ
せ
先　

武
蔵
財
産
区
営
御
前
湯

(

９
２
８)

１
１
２
６

　

 　

登
録
後
、
必
要
に
応
じ
て
市
か
ら
連
絡

し
ま
す
。
勤
務
条
件
な
ど
は
、
採
用
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
勤
務
す
る
期
間
に

よ
っ
て
、
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課 

保
育
担

当

　

欠
員
補
充
の
た
め
、
日
々
雇
用
の
調
理
員

(

臨
時
職
員)
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、「
筑
紫
野
市
臨
時
職
員
任
用
候
補
者
名

簿
登
録
申
込
書
」(
登
録
申
込
書)

で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
勤
務
内
容

　

市
立
小
中
学
校
の
学
校
給
食
調
理
業
務

●
勤
務
地

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場(

市
内
永
岡

７
２
２-

１)

●
基
本
勤
務
時
間

　

８
時
15
分
〜
17
時

(

午
前
中
の
み
の
勤
務
の
日
も
あ
り
ま
す)

●
勤
務
日
数

　

１
カ
月
当
た
り
12
〜
13
日
程
度

●
賃
金

　

日
給　

６
７
０
０
円

　

／
時
給　

８
６
５
円

　

(

健
康
保
険
や
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま

せ
ん)

●
募
集
人
数

　

心
身
共
に
健
康
で
、
体
力
に
自
信
の
あ
る

人
、
若
干
名

●
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
連
絡
の
上
、
学
校
給
食
共
同

調
理
場
に
登
録
申
込
書(

写
真
添
付)

を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
学
校
給
食
共
同
調

理
場
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他

　

雇
用
の
前
に
腸
内
細
菌
検
査(

検
便)

が

あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
給
食
課(

学
校
給
食
共
同
調
理
場)

(

９
２
３)

６
４
６
６

学が
っ

校こ
う

給き
ゅ
う

食し
ょ
く

調ち
ょ
う

理り

員い
ん(

臨り
ん

時じ

職し
ょ
く

員い
ん)
を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

広報ちくしの 平成28年7月15日 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。15



　

明
治
時
代
に
、
福
岡
県
か
ら
全
国
に
広

ま
っ
た
筑
前
農
法
は
、
近
代
農
業
の
礎
を
築

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
筑
前
農
法
の
何
た
る

か
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
筑
前
農
法
の
優
れ
た

点
や
、
そ
れ
を
広
め
た
老
農
と
称
さ
れ
る
人

た
ち
が
、
ど
の
よ
う
な
経
歴
を
持
っ
て
い
た

の
か
に
つ
い
て
、
筑
紫
野
市
の
農
業
史
の
視

点
か
ら
考
え
ま
す
。

●
講
師　

平
川 

一
郎
さ
ん(

元
九
州
東
海
大

学
特
任
教
授)

●
日
時　

８
月
６
日(

土)

、
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

●
場
所　

歴
史
博
物
館
２
階
研
修
室

●
定
員　

先
着
70
人

●
申
込
方
法　

７
月
22
日(

金)

、
９
時
〜　

電
話
ま
た
は
事
務
室
で
申
し
込
み

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

歴
史
博
物

館

(

９
２
２)
１
９
１
１

「
東ひ

が
し

山や
ま

魁か
い

夷い　
自し

然ぜ
ん

と
人ひ

と

、
そ
し
て
町ま

ち

」
解か

い

説せ
つ

講こ
う

座ざ

夏
季
企
画
展
「
農
の
カ
タ
チ
―
近
代
筑
紫

野
に
お
け
る
農
法
と
儀
礼
―
」
関
連
講
座

「
筑ち

く

前ぜ
ん

農の
う

法ほ
う

と
老ろ

う

農の
う

」
　

国
指
定
史
跡
・
五
郎
山
古
墳
は
、
石
室
の

壁
面
に
、
黒
・
赤
・
緑
の
３
色
を
使
い
、
人

や
船
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
絵
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
で
有
名
な
装
飾
古
墳
で
す
。

　

装
飾
古
墳
ア
ー
ト
は
、
五
郎
山
古
墳
に
ち

な
ん
で
、
古
代
人
が
壁
に
描
い
た
絵
を
、
実

際
に
石
に
描
い
て
み
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
子
ど
も
も
大
人
も
、
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
来
館
く
だ
さ

い
！(

申
込
不
要
、参
加
無
料)

●
メ
ニ
ュ
ー

▽ 

ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト(

石
に
絵

の
具
で
壁
画
の
絵
を
描
く
体
験)

▽ 

ス
ト
ロ
ー
で
管
玉
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
ろ
う

▽ 

壁
画
に
ち
な
ん
だ
ぬ
り
絵
や
は

り
絵
を
し
よ
う

●
期
間　

７
月
23
日(

土)

〜
９
月
４
日

(

日)

、
10
時
〜
16
時
※
月
曜
日
休
館

●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

五
郎
山
古
墳
館

(

市
内
原
田
３ｰ

９ｰ

５)
(

９
２
７)

３
６
５
５

※
汚
れ
て
も
い
い
格
好
で
参
加
し
て
く
だ　

　

さ
い
。

※
小
学
生
未
満
の
人
は
保
護
者
が
同
伴
し　

　

て
く
だ
さ
い
。

五
郎
山
古
墳
館

夏な
つ

休や
す

み
装そ

う

飾し
ょ
く

古こ

墳ふ
ん

ア
ー

ト
を
開か

い

催さ
い

し
ま
す

●
講
師　

臺
信 

祐
爾(

だ
い
の
ぶ　

ゆ
う
じ)

さ
ん(

九
州
国
立
博
物
館)

●
日
時　

８
月
５
日(

金)

、
15
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

歴
史
博
物
館　

研
修
室

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

先
着
70
人(

要
申
し
込
み)

●
申
込
方
法　

７
月
22
日(

金)

、
９
時
〜　

電
話
ま
た
は
事
務
室
で
申
し
込
み

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

歴
史
博
物

館
(

９
２
２)

１
９
１
１

※ 
本
講
座
で
は
展
示
を
行
い
ま
せ
ん
。
九
州

国
立
博
物
館
特
別
展
「
東
山
魁
夷　

自
然

と
人
、
そ
し
て
町
」
展
は
７
月
16
日
〜
８

月
28
日
の
期
間
、
九
州
国
立
博
物
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

し
っ
と
こ
九
博
は
、
九
州
国
立
博
物
館
の

特
別
展
担
当
者
が
展
示
の
見
ど
こ
ろ
や
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
す
る
講
座
で
す
！

　

今
回
は
、「
東
山
魁
夷　

自
然
と
人
、
そ

し
て
町
」
の
解
説
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
作
品
の
多
く
に
青
い
絵
の
具
を
使
う

こ
と
か
ら
、「
青
の
画
家
」
と
も
称
さ
れ
る

東
山
魁
夷
。
彼
は
、
第
二
期
唐
招
提
寺
御
影

堂
障
壁
画(

と
う
し
ょ
う
だ
い
じ
み
え
い
ど

う
し
ょ
う
へ
き
が)

で
、
水
墨
画
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
今
回
の
展
示
で
は
、
御
影
堂
の
全

て
の
障
壁
画
が
九
州
に
上
陸
し
ま
す
。
ま
た
、

初
期
か
ら
晩
年
の
代
表
作
も
九
州
国
立
博
物

館
に
大
集
合
！

　

解
説
講
座
を
聴
い
て
、
東
山
魁
夷
の
魅
力

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「道」　東山魁夷筆、昭和25(1950)年、
第6回日展出品作、東京国立近代美術館
所蔵　通期展示

筑前農法を広めた
林 遠里
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まちを博物館に
案内板を電柱に設置

夢野久作の電柱歴史案内を設置夢野久作の電柱歴史案内を設置

6/8

より多くの人が見守る地域へ
山家コミュニティ運営協議会認知症サポーター養成講座山家コミュニティ運営協議会認知症サポーター養成講座

6/12

高齢者を見守る
しっかりとした地域づくりを
ちくしの福祉村 平成 28年度第１回公開講座ちくしの福祉村 平成 28年度第１回公開講座

6/18

日本王者３冠を目指す

WPMF日本ピン級王者江口こまちさん表敬訪問WPMF日本ピン級王者江口こまちさん表敬訪問

6/22

　山家コミュニティ運営協議会健康福祉部会と山
家地区社会福祉協議会 (山家社協) による標記の講
座が開催され、約50人が受講しました。
　山家地区では４月から高齢者の見守り活動を各
行政区で始めており、その中で認知症のことをしっ
かり理解しておく必要がある、という意見が出され
たことにより今回の開催となりました。
　参加者は、地域包括支援センターちくしの荘の職
員による講義を熱心に聞いていました。

「地域全体で一緒に見守り活動を」と話す山家社協会長の田中さん

杉山満丸さん(右端 )とハカタ・リバイバル・プランの皆さん

　MSJキックボクシングジム (市内筑紫 )に所属し
ている江口 こまちさん (リングネームCOMACHI)
が、９月に行われるタイトルマッチ決定の報告と、
熊本地震の義援金を持参しました。現在、日本ピン
級王者の江口さんは、次の試合に勝利して３冠を目
指しています。試合までしっかりと準備して、結果
を残したいと語ってくれました。
　また、熊本地震の義援金として、試合のファイト
マネーと試合会場で行った募金を預かりました。

ジムの皆さんと藤田市長。左から4番目が江口さん

　まち全体を博物館に見立て、歴史案内板を電柱に掲
示するハカタ・リバイバル・プラン(立石武泰会長)が
案内板２枚を市内二日市中央の電柱に設置しました。
　設置したのは、小説「ドグラ・マグラ」などで知ら
れる作家、夢野久作の案内板で、久作は７歳頃に電柱
の近くにあった旅館の裏に住んでいたといいます。設
置に立ち会った、久作の孫の杉山満丸さんは「久作が
地域の作家だと思ってもらえれば。また地域の観光振
興に寄与できれば」と話していました。

　今年度１回目のちくしの福祉村公開講座がカミー
リヤで開催されました。今回は「どうなってるの？ 
2025年問題～あなたは家族をどう看とれますか？
～」と題して、筑紫女学園大学教授の山﨑安則さん
を講師に迎えました。医療・介護の需要が高まる中
で、今後行政と住民がどのようにパートナーシップ
をとっていくか、また地域でどのように高齢者を見
守るか、生活支援を行うかなど、現在と将来に向け
た詳細な説明がありました。
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生涯学習情報生涯学習情報　もやい
【問い合わせ先】生涯学習課【問い合わせ先】生涯学習課（市内二日市南1-9-3）（市内二日市南1-9-3）
　☎   ０９２(９１８)３５３５／　☎   ０９２(９１８)３５３５／6   ０９２(９２３)０４１６   ０９２(９２３)０４１６
　電子メール　k-gakushuu@city.chikushino.fukuoka.jp　電子メール　k-gakushuu@city.chikushino.fukuoka.jp

地域づくりをすすめたいという願いをこめて名付けました。

【昨年のようす】写真左：広場いっぱいに広がってお絵かき　／　写真中・右：絵を消しながら打ち水

青少年プラザ事業

右：絵を消しながら打ち水【昨年のようす】写真左：広場いっぱ

え う みず だい さく せん

　生涯学習センター前広場にチョークでお絵かき。その後、水をまいて (打ち水して )、絵を消し、気温も
下げようというエコ活動です。(申し込み不要 )　
　◆日時　7月28日 (木 ) 　※雨天時は翌日29日 ( 金 )
　　　　　11時～ 12時 30分 ( 予定 )
　◆場所　生涯学習センター イベント広場　(市内二日市南 1-9-3)
　◆対象　幼児～小学生 (幼児は保護者同伴 )
　◆持ってくる物　帽子、タオル、飲み物、水まき用の入れ物 ( ペットボトル、ジョウロなど )

参加費参加費
無料無料

に広がってお絵かき ／ 写真中・

ちくしの文化講座・パソコン講座

○「インターネット体験一日講座」は延期募集につき電話で受け付けます。( 先着順で締め切り )
○「エクセル入門」は、ハガキ、または生涯学習課で配布の「ちくしの文化講座申込書」に、①講座名、
②郵便番号、③住所、④氏名 (ふりがな)、⑤年齢、⑥性別、⑦電話番号を記入して申し込みください。
※「エクセル入門」は電話での申し込みはできません。　(定員を超えた場合は抽選により決定します )

にゅうもん

　　Excel( エクセル )は、家計簿、住所録、見積書
　作成などに便利なソフトです。エクセルが使える
　と、仕事や趣味に大いに役立ちます
　◆日時　9月20日(火)・27日(火)・29日(木)、
 　　  　  10月4日(火) 18時30分～21時30分
　◆場所　生涯学習センター3階  パソコンルーム
　◆講師　牟田 佳子さん (パソコンインストラクター)
　◆対象・定員　文字入力、マウス操作ができる人、
　　　　　成人・10人
　◆受講料　12,300 円　※振り込み
　◆教材費　1,296 円   　※当日払い
　◆申込期限　8月 5日 (金 ) 必着

パソコン
講座

ちくしの文化講座 (パソコン講座)申し込み方法

たいけんいちにちこう ざ

　　いろいろなホームページを閲覧して、お得な情
　報を手に入れることができるインターネットの世
　界。操作はポイントを押さえるととても簡単！趣
　味も仕事も勉強も想像以上に世界が広がります。
　インターネットの世界を楽しみましょう。
　◆日時　8月29日(月) 9時30分～12時30分
　◆場所　生涯学習センター3階  パソコンルーム
　◆講師　牟田 佳子さん (パソコンインストラクター)
　◆対象・定員　初心者、成人・8人
　◆受講料　1,020 円　※振り込み
　◆教材費　500円   　※当日払い
　◆申込期限　7月 29日 ( 金 )

人

パソコン
講座

Windows Vista、Offi  ce2007使用

◆申し込み・問い合わせ先
　〒818-0057　市内二日市南1-9-3　生涯学習センター内
　生涯学習課「ちくしの文化講座」係　☎(９１８)３５３５ (代表)

お申し込み
お待ちしてます♪
お申し
お待ち

☜このマークがついているのは夏休みの子ども＆家族対象イベントです。
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講座案内＆お知らせ
「もやい」とは、地域共同体をさしており、地域のふれあいや仲間づくり・連帯をあらわすことばです。お互いに交流・連帯して　　

参加費参加費
無料無料

 　生涯学習ボランティアバンク

　　ボランティア活動に役立つ技の学習や情報交換
　を毎月市内 6 地区で開催中。ボランティア活動を
　してみたい人、ボランティアを頼みたい人など、
　どなたでも参加しやすい場所にお越しください。
   8月の予定　

申し込み・問い合わせ先
　　生涯学習ボランティアバンク事務局
　　市内二日市南1-9-3　生涯学習センター内
　　☎ (918)3220( 直通 )　6 (918)3230
　※開室時間：月～金曜日９時30分～16時30分
　ホームページ:  http://www.boraban.sakura.ne.jp/
　電子メール: boraban-chikushino@rondo.ocn.ne.jp

会場 日時 内容

御笠コミュニティ
センター調理室

8月 1日 ( 月 )
13 時 30分
～ 15時 30分

キラビー

筑紫南コミュニティ
センター
視聴覚室

8月16日 (火 )
10 時～ 12時

手作り楽器で
遊ぼう！
　 牛乳パック
　  1 本、
　  ハサミ

筑紫コミュニティ
センター
大研修室

8月19日 (金 )
13 時 30分
～ 15時 30分

※　  ＝持参品 (詳細は申し込み受付時にお知らせ )
☆ 8月は山口、山家、二日市地区での「このゆび
　とまれ」はお休みです。

持

持

【作品例】

キラビー (ビー玉を加熱
して作るアクセサリー)

牛乳パックで作る楽器

 ○「生
しょうがいがくしゅう

涯学習センター利
り

用
よう

登
とう

録
ろく

団
だん

体
たい

」
　    登

とう

録
ろく

更
こう

新
しん

手
て

続
つづ

き説
せつめいかい

明会
　   平成27年度末(平成28年3月末)までに生涯
　学習センター利用登録をした団体の登録証有効
　期間は、平成29年3月31日までです。登録更
　新を希望する団体は、説明会にご参加ください。
　(登録団体には代表者宛に案内を送付しています)
　■登録更新手続き説明会 (①②どちらかに参加)
    　日時   ①8月5日(金)  19 時～ 21時
        　　  ②8月6日 (土)  10 時～ 12時
    　場所    生涯学習センター学習室6
　※参加希望日（①または②）を
　　7月 22日 ( 金 )までにご連絡
　　ください。

　

 ○生
しょうがい

涯学
がくしゅう

習センター休
きゅう

館
かん

日
び

のお知
し

らせ
    7月25日(月) 定例休館日(毎月第4月曜日)

青少年プラザ事業
ちゅうこう せい たいしょう ぼ しゅう

　　10 月開催の「生涯学習フェスティバル・パー
　プルプラザフェスタ」でスタッフとして活躍し
　ませんか。子どもたちとふれあいながら楽しく
　ボランティア経験ができる活動です。
　◆活動内容　パープルプラザフェスタでの青少
　　　　　　　年プラザ事業の企画、運営
　◆活動日　8月から月 1～ 2回程度の会議と
　　　　　　フェスタ開催日10月 22日 ( 土 )・
　　　　　　23日 ( 日 )2 日間の運営
　◆活動場所　生涯学習センター　
　◆対象・定員　中学生～高校生・15人程度　
　◆申し込み方法　7月29日 (金 )までに電話で
　　申し込み。①氏名、②学校名・学年、③住所、
　　④電話番号をお知らせください。

【昨年のようす】
子どもたちに
科学実験体験を指導

申し込み・問い合わせ先
 　   生涯学習課  ☎ (９１８)３５３５( 代表 )

 生涯学習課   ☎ (９１８)３５３５( 代表 )連絡先

　
　( 詳細は事務局まで気軽にお問い合わせください )

【ボランティア活動のようす】
左 :割りばし鉄ぽう作り╱右：タオル人形作り

☆8月の「 」はお休みです
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　主に、感染した人の血を吸った蚊(日本で
はヒトスジシマカ)に刺されることによって感
染します。蚊の発生源対策と防蚊対策を行い
ましょう。
● 屋外で活動する場合には、蚊に刺されない
ように、次のような対策をしましょう。
▽ 肌を露出しない長袖、長ズボン、
　靴などを着用する
▽ 白などの色が薄い
　衣服を選ぶ
▽ 虫除けスプレーや
　蚊取り線香などを使い、蚊を近づけない
●問い合わせ先
　県保健衛生課 ☎ (６４３)３２６８

デング熱
ねつ

・ジカウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

に
注
ちゅう

意
い

しましょう

バ
ス
車し

ゃ

内な
い

事じ

故こ

防ぼ
う

止し

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実じ

っ

施し

中ち
ゅ
う

　

バ
ス
の
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、

転
倒
な
ど
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
降
り
る
際
に
は
、
バ
ス

基き

本ほ
ん

測そ
く

量り
ょ
う

を
行お

こ
な

い
ま
す

　

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
で
は
、

こ
の
た
び
の
熊
本
地
震
を
受
け
、
筑

紫
野
市
内
で
測
量
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
期
間 

６
月
20
日
〜
平
成
29
年
３
月

10
日　

●
作
業
内
容 

水
準
測
量
（
道

路
上
で
土
地
の
高
さ
を
測
り
ま
す
）　

●
問
い
合
わ
せ
先 

同
院
九
州
地
方
測

量
部
測
量
課
☎(

４
１
１)

７
８
８
１

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

職し
ょ
く

員い
ん

民み
ん

間か
ん

企き

業ぎ
ょ
う

等と
う

職し
ょ
く

務む

経け
い

験け
ん

者し
ゃ

採さ
い

用よ
う

試し

験け
ん

●
試
験
日 

８
月
28
日(
日)　

●
試
験

地 

福
岡
市
、
東
京
都　

●
受
付
期
間 

▽
郵
送
等 

７
月
19
日(

火)

〜
29
日

(

金)

当
日
消
印
有
効 

▽
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト 

７
月
19
日(

火)

〜
26
日(

火)

　

●
職
種 

行
政　

●
受
験
資
格 

昭
和

筑ち
く

紫し

地ち

区く

８
・
６
平へ

い

和わ

の
つ

ど
い

●
日
時 

８
月
９
日(

火)

、
18
時
20
分

〜
20
時
30
分(

受
付
18
時)

※
入
場
無

料　

●
場
所 

プ
ラ
ム
カ
ル
コ
ア
太
宰

府(

太
宰
府
市)　

●
内
容 

平
和
劇「
長

野
県
立
伊
那
高
女
・
学
徒
勤
労
動
員

と
名
古
屋
空
襲
か
ら
」
〜
筑
紫
子
ど

も
会
議
に
よ
る
現
地
調
査
と
交
流
の

取
り
組
み
を
通
し
て
〜
●
問
い
合
わ

せ
先 

筑
紫
教
育
会
館　

☎(

５
８
１)

１
０
３
７

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

公こ
う

衆し
ゅ
う

衛え
い

生せ
い

医い

師し

採さ
い

用よ
う

試し

験け
ん

　

県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
な
ど
で

保
健
・
医
療
・
介
護
施
策
の
企
画
立

案
に
携
わ
る
医
師
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
採
用
予
定
数 

３
人　

●
受
付
期
間 

８
月
５
日(

金)

ま
で　

●
問
い
合
わ

せ
先 

県
保
健
医
療
介
護
総
務
課　

☎

(

６
４
３)

３
２
３
７

福ふ
く

岡お
か

共き
ょ
う

同ど
う

公こ
う

文ぶ
ん

書し
ょ

館か
ん

講こ
う

演え
ん

会か
い

●
日
時 

７
月
31
日(

日)

、
14
時
〜
15

時
30
分
※
参
加
無
料　

●
内
容 

「
戦

時
下
の
働
く
女
性
と
子
ど
も
た
ち
の

暮
ら
し
」　

●
定
員 

先
着
80
人
●
場

所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

福

岡
共
同
公
文
書
館(

市
内
上
古
賀)

☎

(

９
１
９)

６
１
６
６

お
知
ら
せ

あ
ん
な
い

イ
ベ
ン
ト

市内の人身事故のみ
・発生件数　45件 （257件）
・死者数　　0人   （1人）　
・負傷者数　59人 （361人）
死者・負傷者訳の主なもの
・自転車　　   7件 （29件）
・高齢者（65歳以上）
　　　　 　  11件 （71件）

飲酒運転事故件数1件（4件）
※（　）内は平成28年1月からの累計

５月の交通事故

が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開
い
て
か
ら

席
を
立
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ

を
掛
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
バ
ス

を
立
っ
て
利
用
す
る
場
合
は
、
つ
り

革
や
に
ぎ
り
棒
に
し
っ
か
り
つ
か

ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先 

福
岡
県
バ
ス
協
会

☎(

４
３
１)

９
７
０
４

32
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
平
成

28
年
６
月
末
日
現
在
民
間
企
業
等
に

お
け
る
職
務
経
験
が
５
年
以
上
の
人

　

●
問
い
合
わ
せ
先 

県
人
事
委
員
会

事
務
局
任
用
課
☎(

６
４
３)

３
９
５
６
／
HP http://w

w
w.pref.

fukuoka.lg.jp/contents/saiyo.
htm
l
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刃は

物も
の

研と

ぎ
、
ま
な
板い

た

削け
ず

り

●
日
時 

８
月
２
日(

火)

、
10
時
〜
15

時　

●
場
所 

筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
二
日
市
作
業
所(

市
内
二

日
市
西
２-

14-

１
、
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
横)　

●
料
金 

菜
切
包
丁

４
０
０
円
な
ど(

刃
こ
ぼ
れ
な
ど
別
途

料
金)

、
木
製
ま
な
板
５
５
０
円
か
ら

　

●
問
い
合
わ
せ
先 

筑
紫
野
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎(

９
１
９)

７
７
５
５

パ
ソ
コ
ン
無む

料り
ょ
う

体た
い

験け
ん

●
日
時 　

８
月
26
日(

金)

、
９
時
30

分
〜
11
時
30
分　

●
場
所 

筑
紫
野
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ａ
研
修

室

(

市
内
岡
田
、カ
ミ
ー
リ
ヤ
南
側
ほ

ほ
え
み
タ
ウ
ン
Ｃ
棟)　

●
内
容 

ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
10
で
で
き
る
こ
と
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
体
験
な
ど　

●
定
員 

先
着
12
人
※
４
人
以
下
の
場

合
教
室
を
中
止
し
ま
す　

●
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
先 

同
セ
ン
タ
ー
☎

(

９
１
９)

７
７
５
５

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
ゼ
ロ
か
ら
始は

じ

め
る

パ
ソ
コ
ン
教き

ょ
う

室し
つ

【
エ
ク
セ
ル
入
門
】
●
日
時 

８
月
２

平へ
い

和わ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ

ス
ト
in
ち
く
ぜ
ん

　

戦
後
71
年
が
経
過
し
た
現
在
、
風

化
し
つ
つ
あ
る
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

夏な
つ

休や
す

み
裁さ

い

判ば
ん

所し
ょ

子こ

ど
も
見け

ん

学が
く

会か
い

　

裁
判
の
仕
組
み
や
裁
判
員
制
度
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時 

▽
８
月
９
日(

火)

、①
10
時
〜

②
14
時
〜　

▽
８
月
10
日(

水)

、①
10

時
〜
②
14
時
〜　

※
各
２
時
間
程
度

　

●
場
所 

福
岡
地
方
裁
判
所(

福
岡
市

伝で
ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

和わ

装そ
う

礼れ
い

法ほ
う

親お
や

子こ

教き
ょ
う

室し
つ

　

ゆ
か
た
を
一
人
で
着
て
み
ま
せ
ん

か
。
マ
ナ
ー
や
作
法
な
ど
も
勉
強
し

ま
す
。(

文
化
庁
委
嘱
事
業)

●
日
時 

７
月
26
日
〜
８
月
20
日
の
毎

週
火
・
水
・
土
曜
日(

全
10
回)

、
10
時

〜
12
時　

●
場
所 

生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
和
室　

●
対
象 

小
学
生
の
親
子
●

参
加
費 

無
料　

●
問
い
合
わ
せ
先 

吉

住
☎
０
９
０(

９
４
７
７)

８
６
０
５

く
ら
し

ぼ
し
ゅ
う

日
、
９
日
、
23
日
、
30
日(

毎
週
火
曜

日
４
日
間)

、
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

　

●
場
所 

筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ａ
研
修
室

(

市
内
岡
田
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ
南
側
ほ
ほ

え
み
タ
ウ
ン
Ｃ
棟)　

●
内
容 

エ
ク

セ
ル
の
基
本
、
文
字
入
力
と
関
数
の

使
い
方
な
ど　

●
料
金 

５
２
０
０
円

(

テ
キ
ス
ト
代
等)　

●
対
象 

パ
ソ
コ

ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人　

●
定

員 

先
着
12
人
※
４
人
以
下
の
場
合
教

室
を
中
止
し
ま
す　

●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先 

同
セ
ン
タ
ー
☎

(

９
１
９)
７
７
５
５

中
央
区)　

●
対
象 

小
学
校
５
・６
年

生
と
そ
の
保
護
者　

●
定
員 

各
回
先

着
40
組
程
度　

●
内
容 

小
学
生
模
擬

裁
判
、ク
イ
ズ
大
会
、質
問
コ
ー
ナ
ー
、法

服
を
着
て
の
記
念
撮
影
な
ど　

●
参

加
費 

無
料　

●
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先 

同
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
広

報
係
☎(

７
８
１)

３
１
４
１

和
の
大
切
さ
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
た

め
、
作
文
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
条

件
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
応
募
期
限 

９
月
23
日(

金)

ま
で
●

テ
ー
マ 

平
和
の
大
切
さ
や
命
の
尊
さ

に
つ
い
て
「
誰
か
に
伝
え
た
い
こ
と
」

「
誰
か
に
語
り
継
ぎ
た
い
こ
と
」　

●

問
い
合
わ
せ
先 

筑
前
町
企
画
課
企
画

調
整
係
☎
０
９
４
６(

４
２)

６
６
０
１

／
HP http://w

w
w.tow

n.chikuzen.
fukuoka.jp/

会
費
な
ど
詳
し
く
は
各
サ
ー
ク
ル
に
直

接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
ザ
ー
ビ
ク
ス

　

女
性
の
た
め
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
レ

ッ
ス
ン
で
す
。
音
楽
に
の
せ
た
有
酸

素
運
動
で
健
康
的
に
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ

プ
！(

託
児
あ
り)

●
日
時 

毎
週
金
曜
日
、
10
時
30
分
〜

12
時
30
分　

●
場
所 

山
口
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

●
問
い
合
わ
せ
先 

宗
☎
０
８
０(

５
２
８
９)

２
２
２
０

サ
ー
ク
ル

●一次試験日　９月18日(日)

●試験会場　　山神水道企業団

●採用人員　　一般事務　１人

●受験資格　　 平成２年４月２日～平成11年４月１日に生ま

れた人

●受験できない人

　ア　日本国籍を有しない人

　イ　地方公務員法第16条に該当する人

●申込書配付場所（7月 27日以降）

　山神水道企業団事務棟、筑紫野市役所、太宰府市役所、

小郡市役所

※ 申込書を郵送で希望する場合は、封書の表に「申込書請求」

と朱書きし、140 円切手を貼った、あて先明記の返信用封

筒(Ａ４版)を同封して請求してください。

●受付期間　８月１日(月)～８月22日(月)

●合格者の発表　10月中旬 (予定)

※第二次試験は10月下旬から１１月上旬に予定しています。

●試験会場・申し込み・問い合わせ先

　〒818-0046　市内大字山口1917-１

　山神水道企業団

　☎ (９１９)５０３０(月～金の８時30分～17時15分)
　※詳しくはホームページをご覧ください。

山
やま

神
がみ

水
すい

道
どう

企
き

業
ぎょう

団
だん

職
しょく

員
いん

採
さい

用
よう

試
し

験
けん
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固定資産税

都市計画税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

第２期

第２期

第２期

第２期

第１期

(921)1155(株)筑紫商会7月25日～7月31日
(926)4355田中住宅産業（株）7月18日～7月24日
(925)0106(株)東筑設備工業7月15日～7月17日
電話番号業者名

７月
がつ

の納
のう

税
ぜい

と納
のう

付
ふ

緊
きん

急
きゅう

漏
ろう

水
すい

時
じ

の水
すい

道
どう

当
とう

番
ばん

業
ぎょう

者
しゃ

●問い合わせ先　上下水道工務課 ９２３）７１１２

●水道当番業者(７月後半)
日程

休日・夜間の急な子どもの病気の対処に迷っ
たときの電話相談です。携帯電話からも可。☎＃8000

19時～翌朝7時小
しょう

児
に

救
きゅう

急
きゅう

電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

診療時間は9時～16時歯
し

科
か

休
きゅう

日
じつ

急
きゅう

患
かん

診
しん

療
りょう

休日急患歯科診療所　春日市　（５７１）０１１８
※全ての日曜日・祝日・お盆・年末年始の歯科急患に対応しています。

定て
い

例れ
い

行ぎ
ょ
う

政せ
い

相そ
う

談だ
ん

●
相
談
内
容 
国
の
仕
事
、
県
・
市
町

村
が
国
か
ら
委
任
さ
れ
て
行
っ
て
い

る
仕
事
や
国
の
補
助
金
を
受
け
て
行

っ
て
い
る
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
の
意

見
・
苦
情
・
要
望
な
ど
の
相
談　

●

日
時 

８
月
３
日(

水)

、
13
時
〜
16
時

※
予
約
不
要　

●
場
所 

市
役
所
第
３

別
館
第
14
会
議
室　

●
問
い
合
わ
せ

先 

総
務
課
総
務
担
当
☎(

９
２
３)

１
１
１
１

弁べ
ん

護ご

士し

に
よ
る
法ほ

う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

●
相
談
内
容 

金
銭
・
不
動
産
・
相
続

な
ど
の
日
常
生
活
の
法
律
相
談　

●

利
用
者 

市
内
在
住
の
人　

●
相
談
場

所 

福
岡
県
弁
護
士
会
「
二
日
市
法
律

相
談
セ
ン
タ
ー
」
市
内
二
日
市
北
１

‐
３
‐
８　

●
利
用
回
数 

年
度
内
１

回
ま
で　

●
利
用
方
法 

①
総
務
課
へ

電
話
で
申
し
込
む
、
②
紹
介
状
を
受

け
取
る
、
③
二
日
市
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
に
電
話
し
、
相
談
日
時
を
予
約

す
る
。
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で

す
。
※
金
銭
相
談
の
う
ち
「
多
重
債

務
の
相
談
」
は
紹
介
状
は
不
要
で

す
。
直
接
、
二
日
市
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

健け
ん

康こ
う

相そ
う

談だ
ん

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
希
望
す
る
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

●
日
時 

平
日
の
９
時
〜
12
時
・
14
時

〜
17
時  

●
場
所 

カ
ミ
ー
リ
ヤ　

●

申
込
方
法 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
み　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先 

健
康
推
進
課
☎(

９
２
０)

家か

庭て
い

児じ

童ど
う

相そ
う

談だ
ん

室し
つ

　

経
験
豊
富
な
家
庭
児
童
相
談
員

が
、
子
ど
も
に
関
わ
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。

●
日
時 

平
日
の
９
時
〜
16
時　

●
場

所 

市
福
祉
事
務
所
相
談
室　

●
問
い

合
わ
せ
先 

▽
市
子
育
て
支
援
課
☎

(

９
２
３)

１
１
１
１　

▽
相
談
室
直

通 

☎(

９
２
１)

１
３
０
８

年ね
ん

金き
ん

相そ
う

談だ
ん

●
日
時 

月
〜
金
曜
日(

祝
日
除
く)

●

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先  

市
国
保
年
金

課 

年
金
担
当
窓
口 

☎(

９
２
３)

１
１
１
１

養よ
う

育い
く

費ひ

の
電で

ん

話わ

相そ
う

談だ
ん

●
対
象 

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
人　

●

受
付
時
間 

月
〜
金
曜
日
、
９
時
〜
16

時　

●
問
い
合
わ
せ
先 

福
岡
県
ひ
と

り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ

ー
☎(

５
８
４)

３
９
３
１

青せ
い

少し
ょ
う

年ね
ん

電で
ん

話わ

相そ
う

談だ
ん

室し
つ

ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン
ち
く
し
の

●
開
設
日
時 

月
〜
土
曜
日(

祝
日
除

く)

、
10
時
〜
18
時　

●
相
談
電
話
番

号  

☎(

９
２
３)

７
７
７
３　

●
メ

そ
う
だ
ん（
無
料
）

(５８１)１６３１
(９２６)８３３０
(９１８)８５２２
(９２１)１０１１

( 9 2 1 ) 1 0 1 1
( 9 2 1 ) 1 0 1 1
( 5 8 4 ) 1 1 0 3
( 9 2 1 ) 1 0 1 1

(５８９)２８０１
(５７１)３３７１
(５９６)９１１１
(５７３)６６２２

内　原病院　　　　　　　　大野城市
外　徳永外科医院　　　　　美しが丘南
産　吉川レディースクリニック　  二日市北
小　福岡大学筑紫病院　　　俗明院

内　福岡大学筑紫病院　　　俗明院
外　福岡大学筑紫病院　　　俗明院
産　城野産婦人科クリニック　  春日市
小　福岡大学筑紫病院　　　俗明院

内　久冨内科医院　　　　　大野城市
外　毛利外科医院　　　　　大野城市
産　まわたりウィメンズクリニック　春日市
小　福岡徳洲会病院　　　　春日市

７月１8日（月）

７月24日（日）

７月31日（日）

(９２２)２０５２
(９２６)８３３３
(５７１)４３０７
(５７３)６６２２

内　島松内科医院　　　　　二日市中央
外　山本医院　　　　　　　美しが丘南
産　まなべ産婦人科医院　　大野城市
小　福岡徳洲会病院　　　　春日市

診療時間は9時～17時
（小児科は9時～23時）休

きゅう

日
じつ

の当
とう

番
ばん

医
い

●病院などの都合で変更されることがありますので、市役所または
消防署☎（924）5034で事前に確認してください。

７月17日（日）

内科と外科、小児科の平日夜間当番医は、市役所・消防署に問
合せください。

●
受
付
開
始 

８
月
１
日(

月)

、
８
時

30
分
〜 

※
毎
月
先
着
20
人
ま
で
。
今

回
の
受
付
は
８
月
分
で
す
。
●
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

総
務
課
総
務

担
当
☎(

９
２
３)

１
１
１
１

８
６
１
１
／
6(

９
２
６)

６
０
０
６

ー
ル
相
談 

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
相
談
受
付
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
受
付



生
ま お誕生日おめでとう！

広報ちくしの 平成28年7月15日 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。23

(７月22日生まれ) 筑紫
１歳松

まつなが

永 湊
みなと

ちゃん

平
ひ ら き

城大
だいすけ

輔ちゃん

(７月12日生まれ) 筑紫
１歳木

きのした

下将
まさみち

道ちゃん
(７月11日生まれ) 二日市北

１歳鶴
つる

 颯
そ う ま

真ちゃん
(７月24日生まれ) 二日市西

１歳中
なかがわ

川晴
は る と

翔ちゃん

(７月８日生まれ) 原田
２歳吉

よ し だ

田 紘
こう

ちゃん
(７月28日生まれ) 塔原東

２歳久
ひさみつ

光陽
は る き

生ちゃん
(７月５日生まれ) 杉塚

３歳馬
ば ば

場優
ゆ う ひ

光ちゃん
(７月27日生まれ) 筑紫

１歳栁
やなぎ

 慶
け い た

汰ちゃん

(７月11日生まれ) 俗明院
１歳

(７月17日生まれ) 針摺中央
１歳北

きたはらゆうせい

原悠晴ちゃん
(７月19日生まれ) 針摺中央

１歳中
な か の

野紗
さ き

季ちゃん
(７月７日生まれ) 吉木

１歳本
ほんどう

道湧
ゆ う は

翔ちゃん

7月

 ●このコーナーの申込方法 ★コーナー名、子どもの名前(漢字、ふりがな)、誕生日(年月日)、保護者
氏名、住所、電話番号を記載して申し込みください。 ★定員24人(各号12人、超えた場合は抽選)
※電話では受付していません。 ★11月生まれは、８月1日(月)～20日(土)に受け付けます。

★申込先 ▽電子メール  hishokouhou@city.chikushino.fukuoka.jp
▽FAX（923）5391 ▽郵送 〒818-8686（住所記入不要）筑紫野市役所
秘書広報課あて ★3歳まで※申込時には、写真・コメントの添付は不要です。

女性センター相談室（無料） 　お気軽にご相談ください。
相談窓口 相談内容 相談日時

総合相談 ◆電話相談
◆面接相談（要予約）

夫婦、ＤＶ、家族、職場での問題、
人間関係や生き方について 月～金曜日、９時～16時30分

女性弁護士
による
法律相談

◆面接相談（要予約）
　13時～16時[1人30分]

夫婦、ＤＶ等人権侵害、相続、金銭
や不動産など法律に関する問題

８月９日（火）【７月27日から予約受付】
８月30日（火）【８月10日から予約受付】

●申し込み・問い合わせ先　男女共同参画推進課 　☎（９１８）１３１１ ※7月25日（月）は休館

外部ホットライン（無料） 

ちくし女性
ホットライン

　身近な人からの暴力やセクハラなどについて
◆電話相談（祝日・年末年始を除く）
　月・水～金曜日　12時～19時、
　　　　　土曜日　10時～17時
●問い合わせ先　☎（５１３）７３３５

福岡県
あすばる
女性相談
ホットライン

　上記総合相談の時間外はこちらへ
◆電話相談　◆面接相談（要予約）
　毎日 ９時～17時（金曜日18時～20時30分
も可）（８月13日～15日、年末年始を除く）
●問い合わせ先　☎（５８４）１２６６

湊くんお誕生日おめでとう♪い
つも笑顔をありがとう！♥元気
いっぱいの男の子になってね★

まぁ君１歳おめでとう♥女の子
によく間違えられるけどお兄
ちゃんのように強く逞しくね♥

♥産まれてきてくれてありがと
う♥これからも元気にすくすく
と真っすぐ育ってね♪

★１歳おめでとう★晴翔の笑顔
に毎日元気もらってるよ♥これ
からもすくすく大きくな～れ♪

紘ちゃん、２歳のおたんじょう
びおめでとう♥元気いっぱい
育ってくれてありがとう♥

よ！男前★２歳のお誕生日おめ
でとう♪これからも元気に育っ
てね♥

3歳のお誕生日おめでとう♪
最近男の子らしくなった優光
君★皆に笑顔を届けてね♥♥

★１歳のお誕生日おめでとう★
これからも陸斗と仲良く、元気
に育ってね♪

大輔、１歳おめでとう♥愛嬌た
っぷりの笑顔をいつもありがと
う。これからもよろしくね♪

★祝★１歳♪いつもにこにこ笑
顔のゆうゆう♥兄弟仲良く明る
く元気に大きくなあれ！

紗季ちゃん１歳おめでとう♥パ
パとママの子に生まれてきてく
れてありがとう♥大好きだよ♥

♥ゆうくん１歳おめでとう♥み
んなに愛されて幸せいっぱい♥
すくすく大きくなってね♥♥♥



文化
薫道

ぶん か

くん どう

筑紫野市フェイスブック
http://www.facebook.com/ChikushinoCity/

筑紫野市ツイッター
http://twitter.com/ChikushinoCity/

筑紫野市ホームページ
http://www.city.chikushino.fukuoka.jp/
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■
発
行
／
筑
紫
野
市
　
■
編
集
／
秘
書
広
報
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〒
818-8686 福

岡
県

筑
紫

野
市

二
日

市
西

一
丁

目
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092（
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■

印
刷

／
大

成
印

刷
株

式
会

社
発

行
部

数
／

40,800部

広告の掲載は、株式会社ホープ ☎（716）1404に問い合わせください。

其
の
七

〜
文
化
の
風
が
吹
く
ま
ち
　
ち
く
し
の
〜

■
問
い
合
わ
せ
先
　
文
化
情
報
発
信
課(

歴
史
博
物
館
内)

☎(

９
２
１)

８
４
１
９

戦せ
ん

国ご
く

の
華は

な 
高た

か

橋は
し

紹じ
ょ
う

運う
ん

 

岩い
わ

屋や

城じ
ょ
うの
戦た

た
か

い 

　
二
日
市(

京
町)

に
あ
る
丘
陵
の

頂
上
に
、
市
指
定
史
跡
「
高
橋
紹
運

首
塚
伝
承
地
」
が
あ
り
ま
す
。
四
王

寺
山
中
腹
に
築
か
れ
た
岩
屋
城
を
眼

前
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
場
所

で
、
島
津
氏
が
高
橋
紹
運
の
首
実
検

を
行
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

　
戦
国
時
代
終
わ
り
ご
ろ
は
「
豊
後

の
大
友
氏
」「
薩
摩
の
島
津
氏
」「
肥

前
の
龍
造
寺
氏
」
が
九
州
制
覇
を
狙

い
、
各
地
で
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い

ま
し
た
。

　

天
正
12(

１
５
８
４)

年
、
島
津

軍
は
龍
造
寺
軍
を
打
ち
破
り
、
勢
力

を
拡
大
し
ま
す
。
大
友
軍
は
耳
川
の

戦
い
で
島
津
軍
に
敗
戦
し
、
豊
後
一

国
と
筑
前
国
内
に
数
城
を
保
持
す
る

ま
で
に
衰
退
し
ま
す
。

　
大
友
方
の
高
橋
紹
運
は
、
宝
満
城

を
主
と
し
て
、
岩
屋
城
を
死
守
し
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
年
の
７
月
、島
津
軍
は
筑
前
、

筑
後
へ
北
上
を
始
め
、
筑
紫
氏
の
居

城
で
あ
る
勝
尾
城
を
攻
め
落
と
し
、

高
橋
紹
運
が
守
る
岩
屋
城
へ
と
迫
り

ま
す
。
こ
の
時
、高
橋
軍
７
６
３
人
、

島
津
軍
５
万
人
と
兵
力
に
圧
倒
的
な

差
が
あ
り
ま
し
た
。

　
戦
い
は
同
年
７
月
14
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
が
、
高
橋
軍
の
奮
戦
に
よ
り

10
日
経
っ
て
も
城
は
陥
落
せ
ず
、
島

津
氏
は
紹
運
に
和
議
を
持
ち
か
け
ま

す
。
紹
運
は
こ
れ
に
対
し
、「
主
家

盛
ん
な
る
時
は
忠
義
を
励
む
者
は
多

い
が
、
主
家
が
衰
え
た
る
時
に
こ
そ

忠
義
を
尽
く
す
の
が
真
の
武
士
で
あ

る
」
と
節
義
を
説
き
、
徹
底
抗
戦
の

意
を
示
し
ま
す
。

　
同
月
27
日
、
島
津
軍
は
総
攻
撃
を

開
始
し
、
戦
い
は
激
し
さ
を
増
し
ま

す
。
死
に
も
の
狂
い
で
戦
っ
た
高
橋

軍
で
し
た
が
、
高
橋
紹
運
を
含
む
残

っ
た
兵
は
こ
と
ご
と
く
討
ち
死
に
し

ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
大
友

氏
か
ら
援
軍
要
請
を
受
け
て
い
た
豊

臣
秀
吉
軍
が
到
着
し
、
島
津
軍
は
筑

前
か
ら
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。

　
高
橋
紹
運
の
忠
義
の
戦
い
は
、
結

果
と
し
て
島
津
氏
の
九
州
制
覇
を
破

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

今
年
で
岩
屋
城
の
戦
い
か
ら

４
３
０
年
に
な
り
ま
す
。
岩
屋
城
か

ら
の
景
色
は
素
晴
ら
し
く
、
美
し
い

夜
景
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
街
の
灯
り
は
、
５
万
の
兵
に
包
囲

さ
れ
た
紹
運
た
ち
が
見
た
松
明
の
灯

と
重
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
闇
夜
に

「
嗚
呼 

壮
烈 

岩
屋
城
址
」
の
文
字
が

浮
か
び
ま
す
。

市指定史跡 高橋紹運首塚伝承地

岩屋城本丸跡からの夜景


